
 

 

 

第第１１７７８８３３回回    例例  会会    （（令令和和７７年年５５月月９９日日））    
本本日日ののププロロググララムム  「「大大丈丈夫夫。。心心配配すするるなな。。何何ととかかななるる。。」」小小川川  隆隆則則会会員員 

 
前例会の記録  （第１７８２回 令和７年４月２５日）  

・会員数    ３８名  

・出席者    ３０名    ・出席率  ７８・９５％（出席免除者出席３名）  

・欠席者     ８名   赤瀬 健・岡原 稔・小川隆則・河田恭志の諸君  

・出席免除者   ３名 奥野千秋・岡辺賢二・大嶋元義君  

・４月１１日メーキャップ後の出席率   ８６・１１％→９４・４４％に補正  

  4 月 6 日 IM 登録、惠谷龍二・佐々木敦・荒川佳朗の諸君  

・ゲスト   塩田 賢三様          

・ビジター  山河 敏幸様（笠岡 RC）  

・会長報告  本日は、国際ロータリー創立１２０年と６１日に当たり、笠岡東ロータリークラブは   

創立３８年と１３２日に当たります。  

GW が明日からはじまります。当クラブも来週（５ /２）の例会は取止めとなっておりますので、皆様

休日を満喫してください。そして、9 日（金）には、元気なお顔でお会いしましょう。  

４月２０日、4 クラブゴルフ大会が瀬戸内海ゴルフ倶楽部において開催されました。  

４月２３日（日）、新委員長会議が開催されました。  

・幹事報告  坂口ガバナーエレクト事務より、ガバナー公式訪問に関するお願い等をいただいており  

ます。  

同じく坂口ガバナーエレクト事務所より、活動計画書への資料一式を、いただいております。  

小林ガバナー補佐より、先日の IM ご参加に対するお礼状と、第 3 回会長幹事会（新旧）のご案内  

をいただいております。  

日時：令和 7 年 6 月 7 日（土）17：00～19：30   場所：味の庄 伯備  登録料：7,000 円  

ゲスト卓話で何度か例会にお招きしている、画家の三笠博通様より、「笠岡今昔物語展」のご案内が  

参っております。  

日時：令和 7 年 5 月 3 日～6 日 9：00～17：00     場所：笠岡市民会館ホワイエ  

・委員会報告 な し      

・配 布     週報    

・食 事    焼き魚定食  

◎スマイル  

新井善久君  ゲストの塩田様に陽明丸船長の話をしていただきます。笠岡 RC より山河様ようこそ！

池田 孝君  塩田様本日はようこそいらっしゃいました。卓話よろしくお願いします。 

金政一孝君  塩田賢三様本日はありがとうございます。茅原船長の話楽しみにしています。笠岡 RC

より山河敏幸様ようこそお越し下さいました。新委員長会議ご参加の皆様お疲れ様で 

した。 

中濱康幸君  4 クラブゴルフ大会で優勝しました。団体戦でも優勝しました。年間優勝を目指して頑張

頑張ります。 

 
 

大嶋元義君  長期の欠席をしました。病気も全快いたしました。 

池田周二君  塩田様お忙しい中卓話をありがとうございました。 

福嶋啓祐君  塩田さん、山河さんようこそ。茅原船長のお話しを楽しみにしていましたが、職務の 

為早退します。 

惠谷龍二君  山陽新聞に記事にしていただきました。早退させていただきます。 

長鋪方隆君  塩田賢三様、金光学園の大先輩 茅原船長の卓話よろしくお願いします。 

吉岡孝恭君  4 クラブゴルフ大会の団体優勝に貢献しました。 

山本雅夫君  本日塩田様の卓話でご紹介される茅原基治さんは金光学園の大先輩であり、卒業生の 

一人として大変誇りに思っています。 

高橋剛吉君  茅原先輩に敬意を表して。 

白神雅夫君  4 クラブゴルフ大会に選手として優勝に貢献できました。スコアーは忘れましたが今後 

とも頑張ります。 

椋梨孝章君  早退します。 

工藤一郎君  塩田様ようこそいらっしゃいました。大先輩の卓話よろしくお願いします。 

山本大介君  不動産部倉敷支店を 5 月 1 日にオープンします。 

               スマイル ２１，０００円  

 
●プログラム 「勇気と思いやりの人 茅原船長の話」 ゲスト塩田 賢三様 

茅原船長は明治 18 年笠岡市甲弩で生まれ、成長され今の金光学園に入学、初代校長 佐藤 範雄先 

生の薫陶を得て「人のためになれ、世のためになれ」のお言葉を座右の銘として生涯を過ごされた。 

ロシア革命の影響で当時ロシアの首都ペトログラードからウラジオストックまで疎開した子供たち 

約 800 名を洋上に逃し、地球をほぼ一周して親元に返すと言う厳しい救出計画に誰もが背を向ける 

中、勝田汽船 勝田 銀次郎社長の決断で貨物船から客船に私費で改造された「陽明丸」の船長とし 

て乗船しました。 

子供難民約 800 名をウラジオストック、室蘭、サンフランシスコ、パナマ運河、ニューヨーク、 

機雷が漂うバルト海を経由して多くの困難を乗り越えてロシアに近いフィンランドの港まで無事に 

送り届けることが出来ました。 

この快挙もその後一世紀の間、歴史の闇に埋もれていましたが、2009 年平成の時代になって帰還 

した児童のお孫さん オルガ・モルキナさんと書家/著述家 北室 南苑さんの偶然の出会いにより 

この歴史的事実が発掘されました。 

まさに茅原船長、勝田 銀次郎社長、米国赤十字、北室 南苑さんをはじめ各寄港地の皆さんの「利 

他」の精神に支えられて学童難民を移送すると言う大航海、偉業であった思います。 

 

次週以降のプログラム＆行事予定                          

５／ ９（金） 次年度予算委員会 定例理事会終了後～ クラブ事務所  

５／１０（土） 第 6 グループと金谷ガバナーノミニーとの懇談会 11：00～14：30 倉敷国際ホテル  

  〃     カブトガニ保護啓発運動 15：00～17：00 大島側 集合：カブトガニ博物館  

５／１５（木） 次年度親睦活動委員会 19：00～ 妃富美  

５／１６（金） 第 3 例会 ゲスト卓話 栗尾 典子様（笠岡市長）  


